
現況等

事業効果

コスト削減

環境・景観

への配慮

当地区は田の大部分が小区画で

道水路も老朽化が進んでいる。

ほ場整備を実施することで、農

業生産の向上を図り、担い手へ

の集積を進める。

可能な範囲で現場発生土の流用

を図り、コストの縮減を図る。

環境に配慮した計画とするため

「生き物調査」を実施し、各種

対策を講じる。
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①総事業費　３２２，９００千円

②事業目的　ほ場整備による農業生産性向

上（受益面積 9.8ha）

③事業内容　区画整理 A=9.8ha

④事業期間　令和元年度～令和6年度

①総事業費２８６，７２３千円

②事業内容　区画整理9.8ha、実施設計、○

境界確定測量、換地委託業務

①総事業費　１３，０００千円

②事業内容　換地処分　１式

国：62.5％,府：27.5％,

市町村：10.0％,その他：0％

286,723

R５当初まで Ｒ５補正

【新規・継続・完了】

Ｒ７以降

農地中間管理機構関連農地整備
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【概要図】

(R6計画)
換地処分 １式(地区全域)

〇区画形状
現況：0.1ha → 計画：1.0ha


